
『グリーン半導体技術の最新動向と新ビジネス2011［太陽電池／
LEDテレビから電気自動車までの新戦略を解明］』
レポート販売開始
～半導体を使ってグリーン化が進み、今後の推進可能な分野を、
調査データと技術面の両方から解説！～

============================================================
『グリーン半導体技術の最新動向と新ビジネス2011［太陽電池／LEDテレビから電気自動車までの
新戦略を解明］』 レポート販売開始

～
半導体を使ってグリーン化が進み、今後の推進可能な分野を、調査データと技術面の両方から解
説！ ～

≫ 『グリーン半導体技術の最新動向と新ビジネス2011』 資料詳細・販売ページ
http://planidea.jp/cc/psrl20110726
============================================================

マーケティング・リサーチ＆コンサルティングサービスを提供するPLANiDEA LLC.
（プラニディア合同会社） は、株式会社 インプレスR&Dによる調査レポート
『グリーン半導体技術の最新動向と新ビジネス2011［太陽電池／LEDテレビから電気自動車までの
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【資料概要】

電力、オイルの供給限界が現実として起こった今、これからのエネルギーを考える。スマートグ
リッドシリーズ第5弾！

スマートグリッド時代を迎え、半導体の側面からエネルギー削減効果が急速に注目されるように
なってきています。

そのようななか、2011年3月11日 
 に、不幸にも東北地方を襲った巨大な東北地方太平洋沖地震とそれに伴う巨大な津波によって、
東京電力が保有する福島第1原子力発電所の外壁が破壊されました。原発はCO2を出さないクリー
ンなエネルギー源とも言われ、世界中で注目されてきた大容量のエネルギー源でもありました。

一方、国際的にみると、同時期に中東情勢も揺れています。産油国の多いこの地区が政治的に不
安定になると、エネルギー資源の供給が止まる懸念があるのです。もちろんそれ以前から、エネ
ルギー資源の代表的な原油の値上がりは続いていますが、すでに1バレル＝100ドルを突破し、さ
らに上昇する気配を見せています。こういった既存の原油に頼らないエネルギー源の模索も続い
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ています。

これらを解決するエネルギー源として、世界的には太陽光発電と風力発電が、環境にやさしい発
電システムとして各国でその開発に拍車がかかっています。このような再生可能エネルギーがた
くさん増えてきたとき、安定した電力を供給するために必要なのが 「スマートグリッド」
です。スマートグリッドでは、IT （情報通信技術）
を駆使して電力ネットワークを監視、制御します。変動が大きく不安定な再生可能エネルギーに
よる電力を安定的に制御するには、実は半導体技術が最も得意とする分野なのです。

このような背景から、スマートグリッドは半導体の新しい大きな市場として注目されるようにな
りました。具体的には、配電の電力ネットワークから家庭内の電力ネットワーク、近所地域の電
力ネットワーク、工場内ネットワーク、ビル内ネットワーク、マンション内ネットワークなど、
さまざまな電力ネットワークを制御するのに膨大な半導体、エレクトロニクスが使われています
。

また、再生可能なエネルギー源自体にも半導体が使われています。太陽光発電や風力発電自体が
不安定であるからこそ、半導体を使って発電所を少しでも安定化させることができます。環境に
やさしい技術は、CO2を排出しないように制御するための技術です。消費電力を減らすことが得意
なのはエレクトロニクスであり、その中核をなす半導体なのです。だからこそ、環境にやさしい
エネルギーを作り制御するために欠かせない半導体を、あえて 「グリーンセミコンダクタ」
と呼びます。

本書
『グリーン半導体技術の最新動向と新ビジネス2011［太陽電池／LEDテレビから電気自動車までの
新戦略を解明］』 は、第1弾 『日米欧のスマートグリッド政策と標準化動向2010』、第2弾
『日米欧のスマートハウスと標準プロトコル2010』、第3弾
『日米欧のスマートメーターとAMI・HEMS最新動向2011』、第4弾
『世界のスマートグリッド政策と標準化動向2011』 に続いて、「スマートグリッドシリーズ」
第5弾として発刊し、半導体を使ってグリーン化が進み、今後の推進可能な分野を、調査データと
技術解説の両方から解説しています。

半導体は今や、ハード指向からソフトウェアをのせる時代に進化しています。人間の知恵を埋め
込んだ新しい半導体が次々と生まれ、スマートフォンやタブレットPCをはじめ、新しい電子機器
が生まれてきています。私たち人類の知恵を実現してくれるのが半導体であるからこそ、将来に
向けてCO2を削減し、青い地球を維持するために欠かせない環境技術を開発し継続していくことと
、半導体技術は一体なのです。

本書は、半導体産業を通してスマートグリッド関連ビジネスを推進している企業だけでなく、新
しい家電機器をはじめ、電気自動車やスマートハウス関連の新ビジネスを推進する企業の、今後
の戦略的な参考資料としての一冊となっています。

【『グリーン半導体技術の最新動向と新ビジネス2011』 のポイント】

■ 再生可能エネルギーに不可欠なグリーン半導体技術の最新動向！
■ グリーンセミコンダクタについて調査データと技術面の両方から解説！
■ 太陽電池（パネル）/LED/電気自動車/スマートグリッド分野の解説も！
■ エネルギーハーベスティング（環境発電）の先進事例も紹介！



■ 低消費電力の次世代グリーン半導体技術を掲載！

【『グリーン半導体技術の最新動向と新ビジネス2011』 の構成】

【第1章】
グリーンセミコンダクタを、「半導体自身」 「電子機器の電力を削減」
「半導体の消費電力も削減」 「きれいなエネルギーを作り出す」 「電池なしで回路を動かす」
の5つのテーマで定義して考察。

【第2章】
半導体が電子機器の消費電力を下げるのに貢献してきたことを述べています。

【第3章】
電子機器の低消費電力化について、ムーアの法則と、それを支える微細化の指針となったデナー
ドのスケーリング理論を紹介し、それが低消費電力化の大きな力になっていることを解説してい
ます。

【第4章】
携帯電話機が低消費電力化をけん引したことを述べ、それを実現するために、半導体の中でもプ
ロセッサの働きを行うアプリケーションプロセッサが担っていることを述べています。

【第5章】
太陽電池や風力などの再生可能エネルギーも、電気自動車も、スマートグリッドのネットワーク
の中に組み入れられ、パワー半導体とともにITネットワーク系の半導体が活躍していることを解
説しています。このような制御の分野においても半導体は得意としており、まさにグリーンセミ
コンダクタの本丸といえます。

【第6章】
電子回路を配線も電池も使わずに動かすという究極のエコである、「エネルギーハーベスティン
グ技術」 （環境発電技術）
について、進んでいる欧州の動きを紹介。これに必要な低消費電力の半導体が実現のカギを握る
ため、どのような半導体が求められているのか、日本の動向も含めて見ていきます。

【第7章】
「次世代へと進むグリーン半導体」
と題して、半導体技術の消費電力を下げることもシステム全体の消費電力を下げる重要な要素で
あるとし、CMOSの限界からそれを突き破る技術を紹介しています。具体的には、LSIをシステムと
して考え、使わない回路の電源をオフにするといったパワーゲーティング手法、周波数を落とす
クロックゲーティング手法などを解説。さらにマルチコアやマルチスレッドという並列コンピュ
ータ手法を用いる、デューティを下げる、などの最新の手法について、まとめています。

【『グリーン半導体技術の最新動向と新ビジネス2011』 目次】

第1章 グリーンセミコンダクタの定義

1.1 なぜ今グリーンセミコンダクタなのか？



1.1.1 世界的な資源の枯渇への対策が急務
1.1.2 スマートグリッドにおけるグリーンセミコンダクタの意義

1.2 グリーンセミコンダクタの定義は広い

1.2.1 グリーンセミコンダクタとは何か
1.2.2 グリーンセミコンダクタの5つの定義

1.3 【定義1】 半導体の集積度向上が意味するもの

1.3.1 消費電力削減を実現したトランジスタ技術の発明
1.3.2 集積化技術の発展とムーアの法則
1.3.3 消費電力削減の推移

1.4 【定義2】 省エネは半導体なしでは達成できない

1.4.1 サーモスタット方式とインバータ方式
1.4.2 半導体ICによる液晶スクリーン制御

1.5 【定義3】 半導体そのものの消費電力を下げる

1.5.1 反比例するトランジスタ1個と集積化回路全体の消費電力
1.5.2 トランジスタ数と発熱量削減の格闘

1.6 【定義4】 環境を支えるシステムと半導体

1.6.1 環境にやさしい 「太陽電池」 や 「電気自動車」
1.6.2 半導体 「LED」
1.6.3 制御系技術に使われる半導体

1.7 【定義5】 電池も配線も使わないエネルギーハーベスティング

1.7.1 指の力で電気をおこす 「無線スイッチ」
1.7.2 ゼーベック素子と圧電素子を利用した発電

1.8 半導体工場の環境対策

1.8.1 各種製造工場のグリーン化
1.8.2 東芝やソニー、富士通の工場のグリーン化

第2章 半導体は電子機器の消費電力を下げるために使われてきた

2.1 電子機器の消費電力を下げる歴史、信頼性は向上

2.1.1 1991年以降、冷蔵庫の消費電力は1/3以下に急激に減少
2.1.2 テレビは液晶化により消費電力を大幅に削減
2.1.3 CO2削減対策は低消費電力化を実現



2.2 電子機器の消費電力を下げたものは何か

2.2.1 インバータ技術が消費電力を削減
2.2.2 テレビのトランジスタ化・IC化と液晶ディスプレイのLED化

2.3 電子機器への新機能付加の増大と消費電力の減少

2.3.1 高機能化に伴い消費電力は増加
2.3.2 電池容量と消費電力

2.4 電子機器側の要請で半導体技術が変わった

2.4.1 消費電力の少ないCMOS技術
2.4.2 集積回路からの発熱と冷却

第3章 ムーアの法則は集積度向上と低消費電力をけん引してきた

3.1 ムーアの法則とは何か

3.1.1 「半導体の集積度は年率2倍で増え続ける」
3.1.2 ムーアの法則と微細化

3.2 ムーアの法則をけん引したものは何か

3.2.1 コンピュータの半導体市場
3.2.2 エレクトロニクス産業のデジタル化
3.2.3 メモリ技術の進展

3.3 微細化をけん引したデナード理論

3.3.1 1チップ化を目指したデナードの 「スケーリング理論」
3.3.2 理論では見えなかった 「電源電圧」 の問題
3.3.3 複数電源電圧の時代へ

3.4 集積度向上の陰に低消費電力があった

3.4.1 「配線遅延」 の削減が消費電力を低下
3.4.2 CMOS回路と並列コンピューティングとの連携による消費電力の削減

3.5 ムーアの法則はどこへ行くか

3.5.1 少ないトランジスタ数で高効率・消費電力削減を実現する時代へ
3.5.2 LSI製造プロセス手法の新常識

第4章 携帯機器が低消費電力技術をけん引

4.1 低消費電力をけん引したのは携帯機器



4.1.1 画像イメージセンサーをCCD半導体で実現
4.1.2 携帯電話に不可欠な低消費電力

4.2 携帯電話の消費電力、電池の制約

4.2.1 デジタル圧縮技術による回線数の増加
4.2.2 「組込みシステム」 技術で動作時間を延長

4.3 かつては高性能一辺倒、今は低消費電力優先

4.3.1 パソコン並みの組込みシステムが搭載されている携帯電話機
4.3.2 携帯電話機にもマルチコア・デュアルコア化が求められる時代へ

4.4 ARMはなぜすべての携帯電話に使われているのか

4.4.1 オーバースペックから最適スペックへ
4.4.2 ARMプロセッサの最大の特徴は 「消費電力に強い」

4.5 携帯機器に最先端半導体の潮流

4.5.1 フラッシュメモリの積層で消費電力を低減
4.5.2 フラッシュメモリの仕組みと小型薄型化

第5章 スマートグリッド・再生可能エネルギー・電気自動車は半導体がカギ

5.1 再生可能エネルギー : 太陽電池は半導体の活躍の場

5.1.1 太陽光発電の仕組み
5.1.2 太陽電池の1個のセルは0.7ボルト
5.1.3 太陽電池の出力電力を高める方法

5.2 太陽電池パネルの周りに登場する新しい半導体

5.2.1 太陽電池のパネルを100V以上に昇圧する方法
5.2.2 太陽光パネルボトルネックを解消する 「ソーラーマジック」
5.2.3 半導体の新市場としての 「パワーコンディショナ」

5.3 省電力型のLEDでも活躍する半導体ダイオード

5.3.1 LEDはpn接合の半導体
5.3.2 白色LEDが注目を集めるのは照明に使えるからだ

5.4 LEDの制御回路向けに大きな半導体LSI市場

5.4.1 LEDの 「直列接続」 と 「並列接続」 の得失
5.4.2 LEDの制御用ICを提供するプレイヤー

5.5 電気自動車 : 現在の2～2.5倍の半導体が使われる巨大市場



5.5.1 電気自動車の登場と新しい半導体市場
5.5.2 電気自動車と新しい半導体市場（1） : モーター駆動関係
5.5.3 電気自動車と新しい半導体市場（2） : バッテリー関係
5.5.4 電気自動車と新しい半導体市場（3） : ヘッドランプ関係
5.5.5 電気自動車と新しい半導体市場（4） : 車内外とのネットワーク
5.5.6 電気自動車と新しい半導体市場（5） : その他、電気自動車固有の問題

5.6 期待が先行するSiC （シリコン・カーバイド）

5.6.1 ハイブリッドカーにはシリコンのIGBTを使用
5.6.2 SiCのMOSFETの課題
5.6.3 「カスコードライト接続」 の登場

5.7 スマートグリッド市場は半導体の大きなビジネスチャンス

5.7.1 スマートグリッドの概要
5.7.2 スマートグリッドは電力供給を平準化する
5.7.3 スマートメーター／HEMS／有線・無線ネットワーク用半導体市場
5.7.4 スマートグリッドで使われる具体的な半導体の例

第6章 エネルギーハーベスティング （環境発電技術） -
電池も配線もいらない究極のエネルギー

6.1 電池を使わずに電子回路を動かす

6.1.1 エネルギーハーベスティング技術の登場
6.1.2 「センサー」 「センサー信号」 「無線送信技術」 を組み合わせて
6.1.3 EnOceanアライアンスで仕様を標準化

6.2 エネルギーハーベスティング技術の応用分野

6.2.1 エネルギーハーベスティング技術と5つの分野の製品
6.2.2 エネルギーハーベスティング技術と半導体市場

6.3 スイッチ （無線回路） を電池なしで動かす

6.4 ゼーベック素子で発電した電力を使う

6.5 圧電素子で発電した電力を使う

6.5.1 JR東日本の東京駅構内での床発電システム
6.5.2 クルマの往来やサッカースタジアムにみる床発電システム

6.6 これらのエネルギー （環境発電） を使う半導体

6.6.1 低消費電力の半導体ICが必須
6.6.2 Linear 、EnOcean、TI、ルネサス エレクトロニクスの対応製品
6.6.3 包絡線方式のパワーアンプ回路の登場



第7章 次世代へと進むグリーン （低消費電力） 半導体

7.1 CMOS化が低消費電力の決め手だった

7.2 CMOSの限界を破る技術は何か

7.2.1 「More than Moore」 : ムーアの法則の限界
7.2.2 世界で一番環境にやさしいスーパーコンピュータ

7.3 プロセス・デバイス技術で低消費電力化

7.3.1 ゲートしきい電圧を高くして低消費電力化
7.3.2 ゲート絶縁膜を変えリーク電流を減らす
7.3.3 配線容量を減らして無駄な電力を減らす

7.4 回路技術で低消費電力化

7.4.1 パワーゲーティング技術
7.4.2 複数のVthのトランジスタを使う回路
7.4.3 複数の電源電圧を使う回路
7.4.4 電源電圧を動作中に自分で変えていく回路
7.4.5 クロックゲーティング技術
7.4.6 クロック周波数を複数使う回路
7.4.7 クロック周波数を変える回路

7.5 アーキテクチャからも消費電力を下げられる

7.5.1 システム全体の消費電力を削減（1） : クロックレスアーキテクチャ
7.5.2 システム全体の消費電力を削減（2） : 3次元IC
7.5.3 応用ごとに省電力化（1） : デューティ比による低消費電力化
7.5.4 応用ごとに省電力化（2） : 包絡線を利用して低消費電力化
7.5.5 メンターグラフィックス社のESL設計ツール 「Vista」
7.5.6 OSCI TLM 2.0規格をサポート

7.6 マルチコア・マルチスレッドで低消費電力化

7.6.1 マルチコアとは？ : IPコアを複数集積して実現
7.6.2 マルチコアの原理 : 同じ消費電力で性能を向上させる
7.6.3 マルチスレッド化のメリット
7.6.4 シングルコアでマルチスレッド動作をするプロセッサ
7.6.5 シングルコアで最大8スレッド動作のプロセッサも登場
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